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報道関係各位

住友不動産株式会社

住友不動産御成門駅前ビル

港区「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度表彰」 優秀賞を受賞

～国産木材を建物に活用し、国内森林整備・脱炭素に貢献したことを評価～

住友不動産株式会社（本社 : 東京都新宿区、代表取締役社長 : 仁島 浩順）が運営する「住友不動産

御成門駅前ビル」は、この度、国産木材を活用した港区内の建築物を表彰する「みなとモデル二酸化炭

素固定認証制度」において優秀賞を受賞いたしました。

同表彰制度は、国産木材を活用して森林整備・脱炭素に貢献したとして過去10年間に港区から認定を

受けた194の港区内建物のうち、特に優れた取組みが認められ、建物木質化・脱炭素貢献の模範となる

建物を表彰するものです。

当社は、今後も「環境・社会に配慮した性能」を有する価値の高い社会資産を創造し、より一層持続可

能な社会の実現に貢献してまいります。

優秀賞を受賞した住友不動産御成門駅前ビル外観 上：住友不動産御成門駅前ビルウッドデッキ（西予市産 ヒノキを活用）
下：住友不動産御成門駅前ビルホワイエ（浜松市産スギ無垢材を活用）

＜報道関係者お問い合わせ先＞

住友不動産株式会社 広報室 TEL：03-3346-1042

＜「住友不動産御成門駅前ビル」 表彰ポイント＞
ウッドデッキにおける木材の有効利用のほか、エントランスのホワイエや吹抜部を国産スギの無垢材を
組み合わせたデザインとし、素材の持つ温かみのある空間とした点を評価。



当社は、静岡県裾野市茶畑地先に約185haの広大な森林を

保有しております。2022年5月には裾野市と「森づくり」に関する

包括連携協定を締結し、持続的・広域的な森林整備と、整備対

象地域周辺部一帯森林の多面的機能の増進に向けた取組み

を推進しております。

伐採適齢期の木々の主伐再造林の過程で得られた森林資源

は、当社ハウジング事業で活用する他、木育イベント等に活用

しており、様々な領域において、森林再生と国産材の有効活用

に取り組んでおります。

（参考）

■物件概要

■当社の森林再生に関する取組み

■表彰式の様子

SDGsへの貢献
本リリースに関する取り組みは、
右記のSDGsの目標に貢献しています。

住友不動産は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

所　在　地 東京都港区新橋六丁目17番21号

交　　　通 「御成門」駅 徒歩1分、「大門」駅 徒歩9分

「神谷町」駅 徒歩9分、「新橋」駅 徒歩12分

「浜松町」駅 徒歩13分

竣　　　工 2014年4月

設計 / 施工 日建設計/三井住友建設

階　　　数 地上11階

敷 地 面 積 345.46坪（1142.01㎡）

延 床 面 積 2691.17坪（8896.23㎡）

総貸室面積 1817.92坪（6009.51㎡）

基準階面積 210.06坪（694.41㎡）

「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」表彰式 集合写真 港区長 武井雅昭氏（左）
当社執行役員ビル事業本部港事業所長川合謙一（右）

「住友不動産の森」樹齢70年のヒノキ


